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緩和ケア研修会の開催に
あたって



背景

• 2007 年、がん対策推進基本計画で「すべて

のがん診療に携わる医師が研修等により、緩

和ケアについての基本的な知識を習得する」

ことが目標として掲げられた

• 2008 年、医師に対する緩和ケアの基本的な

知識等を習得するための研修会に関する健康

局長通知「がん診療に携わる医師に対する緩

和ケア研修会の開催指針」が出された



背景

• がん対策推進基本計画（2012 年6月）

– 関係機関などと協力し、3年以内にこれまで

の緩和ケアの研修体制を見直し、5年以内に

がん診療に携わる全ての医療従事者が基本的

な緩和ケアを理解し、知識と技術を習得する

ことを目標とする

– 特に拠点病院では、自施設のがん診療に携わ

る全ての医師が緩和ケア研修会を修了するこ

とを目標とする



背景

• がん診療連携拠点病院等の整備について

（2014 年1月健康局長通知）

– 施設に所属する初期研修2年目から初期研修

修了後3年目までの全ての医師が当該研修を

修了する体制を整備すること

– 研修修了者について、患者とその家族に対し

てわかりやすく情報提供すること



背景

• 2015 年、医師に対する緩和ケアの基本的

な知識等を習得するための研修会に関す

る健康局長通知「がん診療に携わる医師

に対する緩和ケア研修会の開催指針」が

改訂された



この研修会の目標

• 基本的な緩和ケアの習得

– 痛みをはじめとした、がんに伴って生じる

苦痛に対して、緩和ケアの基本的な知識・

技術・態度を習得し、実践できる

• 困ったときに相談する必要性を理解する

– 解決が難しい問題を抱え込まず、緩和ケア

チームなどの多職種チームに相談することが

できる

– 相談するタイミングを判断することができる



この研修会を修了すると

• がん性疼痛緩和指導管理料

– 緩和ケア担当医師が配置された医療機関で、WHO方

式のがん性疼痛の治療法に基づいて治療管理・療養

指導を行い、麻薬を処方した場合に月に１回算定

– 研修会修了医師：200 点、未修了医師：100 点

• がん患者指導管理料１,２

– 研修会修了医師と専任看護師が、診療方針などにつ

いて説明した場合（1）、あるいは単独で心理的不安

を軽減するために面接を行った場合（2）を算定

– （1）500 点、（2）200 点

H29.
4月〜



この研修会でのお願い…

• 基本的な態度

– 能動的な参加

– 自由で活発な意見交換

– 立場を離れて傾聴しあう

研修会中はお互いに
「さん」づけで呼び
ましょう



…この研修会でのお願い

• 時間を守りましょう

• 途中からの参加・退出はできません

– 共同作業です

• 発言は名前を言ってから

– みんなに聞こえるようにマイクを使って

• 発言は建設的に

– 一方的な批判ではなく、建設的な解決方法を

• 携帯・PHSはマナーモードに



このプログラムの留意事項…

• 標準テキストについて

– 本プログラムの標準テキストは、日本医師会

監修「がん緩和ケアガイドブック」

• 治療STEPについて

– がん診療に携わる医師が、入院・外来・在宅

などの臨床の現場ですぐに使うことのできる

緩和ケアの手引き



…このプログラムの留意事項…

• 薬剤名について

– 本プログラムのスライドや資料では、原則的

に一般名で記載

– 巻末に一般名と商品名の対照表あり

• 薬剤の適応外使用について

– 健康保険で認められている適応症や投与方法、

常用量と異なる場合がある

– 成書を参照し、患者へ十分に説明の上で使用



…このプログラムの留意事項

• 処方の記載方法について

– 厚生労働省「内服薬処方せんの記載方法の在

り方に関する研究会報告書」に従う

– 原則として「製剤名、1回量、服用回数、服

用のタイミング、日数」の順で記載

例）オキシコドン徐放錠10mg 1回1錠 1日2回 12時間毎 5日分

– スライドではスペースの都合上、簡便に記載

している箇所もある

例）オキシコドン徐放錠 20mg/日



ファシリテーター紹介

氏名 所属



たくさんの学びを得て

明日からの臨床に

活かしましょう！


